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研究成果の概要（和文）：比較・類似構文の対照研究を通し，格，前置詞・後置詞，及びその他

の要素に関わる文法特徴のタイプ分けをした．加えて，印欧語，フィン＝ウゴル語，パプアニ

ューギニア・オーストラリアの言語の文法を観察・対照し，格の用法に関する Rara（珍しい
特徴）をいくつか明らかにすることができた． 
 
研究成果の概要（英文）：This study has classified comparative and similative constructions 
in several types, according to usages of cases, prepositions, postpositions and others. This 
study has clarified rara of case usages by observing those of Indo-European, Finno-Ugric, 
Papua New Guinea and Australian languages.   
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１．研究開始当初の背景 
(1) フィン＝ウゴル語は格を多く持つ言語で
あり，その格体系は主格や対格などの文法関
係を表す文法格，「－の上で」や「－の中で」
等の場所関係を表す場所格，そして「－と共
に」「－として」のように副詞的意味を持つ
副詞格の三種類に分類することができる．特
に文法格以外の場所格と副詞格の用法に注
目し，その用法を理論的にまとめるための方
策を模索していた． 

 
(2) 比較構文（太郎は二郎よりも背が高い）
や類似構文（太郎はウサギのように速く走
る）は，副詞的な要素が関与する点から，「副
詞的構文」と呼ばれることがある．例えば，
比較構文には，日本語の「二郎より背が高い」
の「より」のように場所的な意味から成立す
るタイプの他に，英語の than のようなパー
ティクルを使用するタイプ，ニューギニアや
南米に観察される「太郎は背が高い，そして
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次郎はそうではない」という並列するタイプ，
そしてアフリカ等で見られる「優る」(exceed)
という意味の動詞を使用する優劣の関係が
述べるタイプの 4種類がある．特に，フィン
＝ウゴル語の比較構文，類似構文では，格や
パーティクルがこの副詞構文に用いられ，そ
の用法を特徴づけることに問題があった．  
 
２．研究の目的 
(1) 格が多いとされる言語（日本語やフィン
＝ウゴル語）では，場所格ばかりではなく，
副詞的な意味を担う副詞格（－のように，－
として，－よりも）が存在する．本研究では，
そのような副詞格に関して世界の言語を調
査し，珍しい機能を持つ格の探索と，格がど
こまでの意味を持つのかという限界を調査
しようとした． 
 
(2) 副詞格に関連して，比較構文と類似構文
に関して，世界の言語でどのような形式が可
能かを調査した．特に，格体系が豊富な言語
と，逆に格を一切持たない言語の文法を吟味
し，その違いや特徴を見出そうとした． 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では，世界の言語を 80から 100語
サンプルとして抽出し，それらの言語の文法
を調査する．文法内に現れる場所格，副詞格，
比較構文などの文法特徴のデータベースを
作成する．そこから珍しい特徴 Raraを見つけ，
そのような Raraが存在する理由を機能的，認
知的説明を加える． 
 
(2) 実際の調査は，記述文法の記述を丹念に
収集し，できるだけ多くの言語の文法をデー
タに打ち込む方法と，一部の言語に絞りパラ
レルテクストを対照することで，言語間の文
法的な相違を観察する方法を実施した． 
 
(3) 収集したデータから，共通の特徴や違い
をまとめ，その中から珍しい特徴(Rara)を見
出すことを試みた．特にパプアニューギニア
の言語の文法的多様性に関する詳細な分析
を通して，Raraを言語理論や言語普遍性の点
から位置づける．観察された Raraを世界地図
や意味地図を通して，視覚的に捉える方法論
を考え，実践した．  
 
４．研究成果 
(1) 2008度は格および副詞的構文に関して，
記述文法を使用した言語類型論的研究と翻
訳テクストを使用したパラレルテクスト分
析の両方に着手した．特に印欧語（英語とド
イツ語），フィン＝ウゴル語（ハンガリー語
とフィンランド語，エストニア語など）に加
え，アジア，アフリカ，太平洋地域のデータ
を収集した．それに伴い，記述文法書を数多

く入手し，文法記述データベースの枠組みを
構築した．特に，格を持たない言語において，
場所格や副詞格が持つとされる機能がどの
ように実現されるかを調査し，前置詞や後置
詞が使用されるほかに，語順や動詞に含まれ
るような用法を見出し，単に機能を言語で対
照することの困難さという問題が発生した． 
加えて，国全体で 800言語もの現地語とク
レオール言語であるトクピシンが話される
パプアニューギニアおいて，フィールド調査
を実施し，生の言語データを入手した．特に
パプアニューギニアで公用語として話され
るトクピシンに注目した．まず，パプアニュ
ーギニア，ソロモン諸島，ヴァヌアツで話さ
れているメラネシアクレオールの状況につ
いて過去の調査と文献を参照しつつ，その社
会言語学的意義を論文化した．さらに，トク
ピシンで書かれた新約聖書を入手し，聖書を
使用したパラレルテクストを使用の副詞的
構文の対照研究に従事した．トクピシン，日
本語と英語の新約聖書の比較構文と類似構
文を対照し，トクピシンの特徴を明らかにし
た．その結果，英語ベースのクレオールであ
るトクピシンは，比較構文と類似構文では英
語とは異なる形式で構文を形成しているこ
とが判明した． 
次に，パウロ＝コエーリョの著作「アルケ
ミスト」のパラレルテクスト研究を日本語，
英語，ドイツ語，ハンガリー語，フィンラン
ド語 5言語で実施した．このパラレルテクス
ト研究では，特に類似構文を対照し，その結
果，格が多いとされるハンガリー語やフィン
ランド語においても類似構文で，従来使用さ
れると考えられてきた様格(essive case)や変
格(translative case)が使用される例がそれほど
多くないことが判明した．英語やドイツ語に
おいても，パラレルテクストを使用した対照
では，上手く対応する文法形式（英語だ
と”like”，ドイツ語だと”wie”）が必ずしも出
現しないことが判明した． 

2008年度の成果としては，比較構文や類似
構文に Rara を見つけることはできなかった
が，クレオール言語の文法に着目することで，
文法の多様性や限界をある程度明らかにす
ることができた． 
 
(2) 2009度は本研究の総括として，研究成果
を国際学会で発表し，論文を執筆することを
中心に作業を進めた． 
まず，副詞的構文に関して，翻訳テクスト
を使用したパラレルテクスト分析引き続き
実施した．「アルケミスト」に加えて，村上
春樹の「世界の終りとハードボイルドワンダ
ーランド」の各国語版を使用した．日本語，
英語，ハンガリー語，フィンランド語とドイ
ツ語で対照し，その結果を社会言語科学会や
語用論学会で発表したが，同時に対照研究に



 

 

おける問題点や限界も指摘された．パラレル
テクストを使用した研究の結果，格を多く持
つ言語が格を使用して表現される際，格を持
たない言語や格の数が少ない言語では，異な
る文法形式で表現されることが判明した．こ
れは，特定の機能を表す形式の組み合わせが
いろいろな可能性を持つことであり，この点
から文法の限界について明らかにできるこ
とを論じた． 
また，場所格と副詞格については，記述文

法を基盤とした調査を行い，パプアニューギ
ニアで取得したフィールドのデータを組み
合わせ，3 つの国際学会で発表した．オラン
ダでの国際歴史言語学会では，パプアニュー
ギニアの言語に関して場所格の振る舞いを
発表した．特に，いくつかの場所機能の文法
特徴が各言語で類似している点に注目し，言
語連合または接触を伴う文法化で説明しよ
うと試みた．パプアニューギニアの現地語で
は，場所表現が文法化されてない場合も多く，
その点から Rara な特徴を抽出することがで
きた．次に，ヘルシンキの格に関する学会で，
言語類型論の観点からの場所格・前置詞・後
置詞の選択について発表した．ここでも，格，
前置詞・後置詞以外の要素で表現される場所
表現が Raraに相当することを主張した．さら
に，格の多いフィン＝ウゴル語とオーストラ
リア現地語に注目し，両言語の副詞格を対照
した研究を，ハンガリーで開催されたフィン
＝ウゴル語研究の学会で発表した．特に，フ
ィン＝ウゴル語では当然とみなされていた
格が Rara に相当するのではないかとの主張
を行った．これらの発表すべておいて，格の
珍しい特徴や機能(Rara)に注目しつつ，格を
持つか持たないかは文法の複雑性に関与す
ると論じた． 

2008年度に続いて，パプアニューギニアで
フィールドワークを行い，トクピシン，アメ
レ語をはじめとした言語データの収集を実
施し，パプアニューギニアの場所関係と副詞
関係について調査を実施し．その成果の一部
を文法の複雑性・文法の限界を組み合わせ，
社会言語科学会で発表した． 
 
(3) 論文，学会発表等 
本研究では，論文・学会発表をしているが，

大きく以下の 3種類の成果に分類できる． 
まず，地域を限定した研究では，フィン＝

ウゴル語を中心とした研究成果がある．これ
は格の多い言語として有名なハンガリー語
やフィンランド語の格体系に着目したもの
が多い．さらに，2006年からフィールド調査
を実施しているメラネシア地域（特にパプア
ニューギニアだが，オーストラリアの現地語
やヴァヌアツの言語も含まれる）について，
社会言語学，言語接触の点からアプローチを
実施した． 

 2 番目に，3 ないし 4 言語の対照を実施し
た対照言語学的研究の成果がある．これは主
にパラレルテクスト使用した詳細な研究で
ある．これについては，日本語，英語，ドイ
ツ語，ハンガリー語，フィンランド語，トク
ピシンを使用した研究成果がある． 

3 番目は，20 言語から 40 言語の記述文法
を横断的に調査した言語類型論的な研究で
ある．アフリカやコーカサス，南米アメリカ
等，記述文法しか入手できない地域の言語を
適切にサンプリングし，普遍的特徴と地域的
な傾向，さらには文法の限界に挑戦する研究
を実施した． 
その他の項目として，歴史言語学及び進化
的な言語・文法への接近についても考察し，
いくつかの本について書評を執筆した． 
 
(4) 得られた成果の国内外の位置づけ 
 日本語，英語とトクピシンの対照研究につ
いては，英国の出版社から本の 1章として出
版することができた．加えて，2009年度には
複数の国際学会で発表することができ，対照
言語学的・言語類型論的アプローチの有効性
を示すことができた．その後の論文執筆で国
際学会の成果は現在査読中である．国内では，
特にパプアニューギニア方面での成果を多
く発表し，太平洋地域の言語研究への関心を
広げることができた．日本語でもいくつか論
文を執筆し発表することができた． 
 
(5) 今後の展望 
 場所格と副詞格の研究に従事したが，研究
を進めるにつれて，格を持たない言語や格の
数が少ない言語の特徴にも興味を持った．そ
の場合，格の他に前置詞や後置詞にも注目す
る必要がある． 
 また，類似構文のタイプ分けに関して有効
な提案ができなかったため，これについては
新たな知見を加えた論文を，現在論文を執筆
中である． 
副詞格については，本研究で取り上げたの
で，今後は場所格の用法に再び注目する．特
に場所格の非空間的用法について，前置詞・
後置詞の用法を含めた総合的研究に従事す
る予定である．特に非空間的用法の中でも時
間表現に焦点を当てる予定である． 
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